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 江戸から明治以降の移行期における近代化で、ホテルの果たした役割は大きい。特に大都市

ばかりでなく地方都市における近代化では、国際リゾート地の発展とともに近代化が進んだ。

本稿では、箱根、日光、軽井沢に焦点を当て地域づくりとホテルの果たした役割について整理

した。箱根と日光では、地域振興の担い手として、軽井沢では、リゾートとホテル文化の形成

に対する支援者としての役割について考察を加えた。

キーワード：富士屋ホテル、金谷ホテル、星野温泉の試み

1. はじめに

江戸幕府から明治政府への政権移譲は、日本における社会構造のグレート・リセット1の予兆で

あった。このグレート・リセット予兆は、開国であり欧米文化の合理的価値観の誕生である。こ

の予兆は、東京、横浜、神戸、などの幕末の開港した地域の居留置から始まった。居留地には、

欧米の生活様式を支える様々な施設と文化が求められた。特に居留地のホテルは、集約された形

で欧米の生活文化が実践されていた。こうしたホテル文化は、居留地からの旅を許可した内地旅

行規則（1974）、翌年には、「外国人旅行免状」が設定され、京都、奈良などの都市と箱根、日光、

軽井沢、雲仙、蒲郡など明治初頭の避暑地利用が可能になり、併せて欧米文化も地方へ伝播して

いった。こうした欧米人の利用するホテルは、欧米化のスタイルを支える文化を地域に浸透させ

る役割を果たした。また、箱根、日光では、山口仙之介、金谷善一郎、金谷兄弟が単にホテル文

化普及に留まらず、日光壬寅歳暴風の風水害復興の折（1902）の街づくり2、箱根のアクセスの整

備などで地域開発の中心人物として寄与した。他方軽井沢は、A.C.ショーのキリスト教精神が地

域の文化形成に大きく寄与し、ディクソン夫妻と亀谷旅館（万平ホテル）が軽井沢の生活文化を

育成した。さらにこうした土壌の中で、30 年を経て星野温泉（星野リゾート）の製材所を会場と

した山本鼎を中心とした自由画教育運動と新渡戸稲造を校長とする軽井沢通俗夏季学校が、リベ

ラルな地域文化を育成した。即ち、地域のホテルが、単に本陣屋、旅籠から業種転換してホテル

になり、欧米人といった新しい市場を対象として経営を続けたのではなく、地域の文化のパラダ

イムまでも変革させるといった、重要な役割を果たした。本研究では、地域づくりを含めると広

範囲になるので、こうした領域は割愛し、パラダイム変更期のホテル文化を考察し、日本独自の

ホテル文化を考察することを目的とする。

*1北海商科大学
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2. ホテル創生期のサービス

旅籠からホテルに業態変化したとき、宿泊施設の在り方の変化が生じた。J.C.ヘボンの勧めで

金谷善一郎がカッテージインを開業した当時の業務の様子は、イザベラ・バードによって詳しく

紹介されている。その記述によれば、「部屋が気に入ってもらえるかどうかをひどく心配している

(中略)美しい自宅を洋風にするのは避けています」と今日の上品な旅館の風情を持っていたことが

偲ばれます。また対応した女性について、venerable(徳 ),sweetest(思いやりのある ), most 
graceful(優雅さ、気品)3を持ち併せた人と称えている。その文面から見れば、サービスではなく

今日のホスピタリティに近い内容と推測される。当時の日光のホテルは、外国に対し様々の問題

を内包していた。例えば、ホテル側は、宿泊費などの通訳をガイドに頼り、ガイドによる賄賂を

上乗せした料金の伝達など不正の温床4となっていた。J.M.ガーデナーは、1890 年前後日光に夏

の避暑ために訪れていた。ガーデナーは、外国人を止めていた金谷ホテルの善一郎に、こうした

問題の改善のために息子真一に立教学校（セントポールズ学校）の入学を勧めた5。ここで英語を

修得した金谷真一は、卒業後金谷ホテルを継ぎホテル文化の形成に寄与した。図 1 は、1920 年代

のホテル案内で、当時のホテル運営の概要が把握できる。食事は２回提供され和洋料理の選択が

可能であった。またチップに当たる茶代は、受け取りを辞退しており箱根富士屋ホテルとともに、

会計の不明瞭化をもたらすチップ制度は、採っていなかった。この茶代に関する資料は、W. ウエ

ストンの日記にかなり克明に記されているが、1894 年の記載では、弁当代とほぼ同じで 10 銭が

図 1 金谷ホテル 1920 年代の案内所 （筆者蔵） 
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多くみられる。1912 年の日記では、また小田原などでの不満も多く記されているが、詳細の記録

も無く、1910 年代には、江戸の旅籠時代が終焉し近代旅館やホテルの意識が観光地で一般的にな

った点が推測される。富士屋ホテルには、1937 年 5 月秘書を伴ったヘレンケラーが投宿した。そ

こでホテルで飼われていた尾長鶏を非常に気に入ったが、その後その尾長鶏は死亡した。その為

再び訪れるかもしれない、ヘレンのためにロビーの柱に尾長鶏を彫刻（図 2）した。また温室を

敷地作り、ホテル内の生花を自前で栽培（図 3）した。こうしたサービスの在り方は、山口正造

の経営意識は、現代のホテルホスピタリティに通じるところが多くあった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 地域のリーダーシップとしてのホテル 

洋食の要は、主食のパンである。現在でも金谷ホテル、富士屋ホテルの入り口にはベーカリー

部が営業をしている。また軽井沢では、ディクソン夫妻の指導により万平ホテルのべカリー部が

発足し、後ベーカリー部のチーフが独立し、現在も旧軽銀座にフランス・ベーカリーは営業をし

ている。イギリス宣教師で登山家のウォルター・ウェストンが 1912 年穂高下山後に松本で 2度目

に滞在をした松本市本町１丁目の古田宅治の経営する丸中屋（丸中千歳館）6は、16 年後旅館業を

廃業して 1928 年丸中パン屋として創業を始め現在も老舗パン屋として創業をしている。ウエスト

と同行していた写真家 H.J.ハミルトンは、その滞在先でパンの製法7を広めていた。彼にとっては、

登山といった重労働に食事のパンは不可欠で、必要に迫られて地方の主な拠点都市で、パン技術

を伝承した。様々な地域に東洋趣味を彷彿させる観光資源が存在し、多くの欧米人が異文化に興

味を持ち地方を探索したことから、地方に洋風食文化が伝播した。また、東京の蒸し暑さを逃れ

て、日光、軽井沢、箱根に避暑地が設けられ、多くが別荘ではなくホテルにて滞在したことから、

このホテルを中心に欧米文化が地方に根付いた。当時の食事の提供されていた具体的内容の事例

は、明治 40 年（1907）3 月のメニューにあるカレーが再現されて、現在の金谷ホテル売店部で売

られている。そのメニュー表によれば、スープ、魚料理、鶏肉コロッケ、牛肉の蒸し焼き、ライ

図 2 ロビーの尾長鶏の木彫 

図 3 ホテルの花を育てる敷地内の温室 
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スカレーとデザートとなっている。これらの洋食は、当時の料理長渡部朝太郎よって作られてい

た。また、箱根富士屋ホテルの日替わりコースメニューには、洋食の内容とともに、裏面に日本

文化の様々な側面が紹介されていた。食事の合間の話題の提供とともに日本をよく知ってもらい

たいとの配慮と思われる。図 4は、1910 年代に提供されたメニューで東海道五十三次がその風情

とともに解説された。此の執筆者は青山学院酒井温理教授で、当時のホテルのオーナー山口正造

の質問に答える8形で日本を紹介している。富士屋ホテルは、We Japanese として、1934 年に 初

の 1 巻目が発刊され、1950 年までに 9 版出版された。第 2 巻は、1937 年に発刊され 1950 年まで

に６版出版された。 後の３巻は、1949 年に発刊されその翌年２版が出版された。2005 年、D.Garis 

がそれらをまとめて We Japanese9として新たに発刊した。 

第 1 巻では、 ナショナル（国旗、国歌、大正時代、火山）、 歴史と伝説、 日本の、芸術的な

美しさと詩的味、 日本の特徴、迷信、税関、フェスティバル、宗教的なドラマ・ダンス、スポー

ツ·ゲーム、フラワーズ、 年の名前、 美術磁器、製品、産業、  雑貨（三浦按司神社、アイヌ、

紋章、芸者、金魚、温泉、日本の花嫁、日本のことわざ、国際口ひげクラブ ）などが紹介されて

いる。第 2 巻では、ナショナル（祝日、日本人の長寿、ミネラルスパ）、歴史（城、敬虔な縄、鳥

居）、日本の特徴、芸術との発明、税関と実践、神社仏閣、伝統と伝説、画像や彫像、ドラマ、ダ

ンスとゲーム、自然史である。第三巻では、トピック別に分類されない 100 種類以上の 1 ページ

での議論、「日本の様々な名前（かるた、福寿草、節分等）」、「お伽噺（かちかち山、一寸法師、

因幡の白ウサギ、牛と善光寺等）」が紹介されている。また出来るだけ本物を見て理解してもらう

ことを意図して、敷地内に創られている。例えば、「江戸時代の水の役割」10（第 3 巻）として水    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 4 富士屋ホテル 1910 年代の日本文化紹介付きレストランメニュー（筆者蔵） 
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車小屋の解説がされたが、今日もその水車小屋は敷地内に残されている。第 3 巻は、GHQ に接

収された時以降の内容が主であるが、卑屈にならず日本文化を堂々と表現しているところに、大

正昭和を通じてホテルマンとしてのポリシーを守り続けた意志が見られる。また彼の孫に当たる

山口由美の「消えた宿泊名簿」によれば、横浜ニューグランドホテルはマッカーサの日本上陸直

後に泊まったホテルだが、「オーナーの野村洋三は昼食後 315 号室に呼ばれ、意見を求められた。

彼は、日本の食料事情を説明しホテルで用意できないことを訴え、合わせて市民に豊富なアメリ

カの食料を放出して欲しいと訴えた。その後横浜市長に大量の放出物資が届けられた」11らしい。

まさにホテルマンが、ビジネス一辺倒でなく、地域で生きるホテルの在り方を物語る内容である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  図 5 敷地内にある水車小屋とレストランメニューに

紹介された水の活用（水車小屋）12 
 

4. 地域づくりの担い手 
 金谷真一と山口正造（旧姓金谷正造）はともに地域の利便性を図るために公共交通を普及させ

た。その先鞭は、1913 年ホイットニー米軍少佐（マニラ駐在）が富士屋ホテルに滞在し帰路につ

くとき、依頼した自動車が現れなかった。ホイットニーは、「一流ホテルがなぜ他者の自動車を当

てにするのか」と詰問した。2 代目山口正造は、それを機にファイアットの 7 人乗りの幌型自動

車など 3 台購入し 1914 年富士屋自動車として創業（図 6）した。さらに 1919 年乗合バスとして

富士屋自動車として運営を始めた。彼にとっては地域の発展こそ富士屋ホテルが持続的発展する

との考えがあったと推測されよう。こうした考えは、1 代目山口仙之介の塔ノ沢と宮ノ下までの

道路工事の推進と鉄道馬車の推進とその後の電化への寄与は、その下地にあったと思われる。こ

うした考えの背景には、福住正兄（萬翠楼）とそこで逗留した福沢諭吉の地域開発の主張が存在

していた。福沢は、1873 年 3 月 16 日の足柄新聞に『箱根不振の相談』といった一文を載せ、湯

本－塔ノ沢の道路の改修を提言している。そして道路の重要性を福住は実感し、兄として慕って

いた山口仙之介も道路の重要性を認知した。さらに福沢は、「箱根山まで‥雄大な計画を立てよ」

と力説13していた。また日光の金谷真一は、1908 年頃足尾銅山の役員が金谷ホテルに来て、日光

に電車を走らせることを提案した。当時金谷ホテルには、商売敵も存在し金谷善一郎は裏方に徹

した。1910 年日光に電車が走り国鉄日光駅と岩の鼻までを結びその後 1913 年に馬返しまで伸び
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た。その頃から中禅寺湖まで観光地が広域化し金谷真一が中心となり日光自動車株式会社を創業

（図 7）した。しかし、1930 年東武鉄道が日光浅草を結び日光自動車株式会社を東武鉄道に売却

し東武バスが誕生した14。こうした一連の展開は、観光地としての基本的条件を整え今日に至る

観光地日光を形成した。中でも金谷兄弟が日光と箱根でお互いに参考し合って国際的リゾート地

を形成した点は、ホテルといった宿泊施設が地域の進歩と新たな在り方を目指すといった役割を

認識するのに十分であろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 星野リゾートの源流 
 星野リゾートは、星野温泉を基盤としていることは周知のことである。2 代目星野嘉助（国次）

は、生糸で得た利益を温泉の開発に使い 1913 年星野温泉を創業した。昭和初期に至る星野温泉

で特筆すべき点としては、星野遊学館と中西悟堂による日本野鳥会の支援である。前者は、1921
年芸術教育夏季講習会で山本鼎を中心とする自由画教育運動と北原白秋、有島武郎など人道主義

と理想主義を標榜する白樺派が中心として展開された。この会場は 2 代目星野嘉助の製材所の木

材室で、その後内村鑑三が星野遊学館と命名した。この遺構は現在軽井沢高原教会に引き継がれ、

その資料は石の教会内村鑑三記念堂の資料室に収められている。この星野遊学館での活動は、上

田神川村での農民芸術研究所の講習会とともに日本の自由画教育の基礎を創った。また、この自

由画教育を支える物として、日本独自の画材としてクレヨンとパステルの利点を兼ね備えたクレ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 7 日光自動車と日光電気軌道の線路（神橋周辺）

                  （筆者蔵）

図 6 絵葉書：富士屋自動車のバス（筆者蔵）

図 8 内村鑑三記念館に保存されている命名の

書  
図 9 絵葉書：軽井沢通俗夏季大学（筆者蔵） 
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パスを佐武林蔵と山本鼎の共同開発として誕生した。こうした活動の土壌は、1918 年に新渡戸稲

造校長とする軽井沢通俗夏季大学の開校が存在する。此の大学の開校の理念の背景には、後藤新

平のグローバルな視点で学問の普及の重要性を後主張する姿勢と支援が不可欠であった。当時の

軽井沢には、現在まで続く理想的別荘地の文化的要素の萌芽が始まっていた。後者の中西悟堂は、

野鳥の会（1934）の創設し、富士山麓で野鳥に親しむ探鳥会を初めて開いた。また足しげく星野

温泉に滞在し、3 代目嘉助（嘉政）に星野エリアと隣接する国有林は、世界的にも多種類が生息

する野鳥の宝庫であると指摘した。その後中西悟堂と星野嘉助は生態系の保護を目指し、「国設 

軽井沢野鳥の森」の指定を得た。それらの意志を受け継ぎ星野佳路は、1992 年この豊かな軽井沢

の森を有効活用しようと、｢野鳥研究室｣を設立し、1995 年に野鳥研究室を軽井沢野鳥の森のエコ

ツーリズムを実践する｢ピッキオ｣に改称した。このピッキオは、周囲の小学生の学習の一環とし

てツキノワグマの生態調査や宿泊客のモモンガの観察アトラクションや野鳥観察のアトラクショ

ンを提供している。また現在軽井沢星の屋は、宿泊部分を除き地域住民や観光客に開放しており

新しいリゾートホテルの在り方を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. まとめ 
 1867 年江戸時代は終焉に至り、武家諸法度に定められていた参勤交代によって成立していた多

くの宿泊施設がその必要性が薄れた。他方鎖国が廃止され、多くの欧米人が来日し、新しい利用

者として誕生した。特に東京の蒸し暑さを嫌った欧米人は、避暑地と言われる場所で夏を過ごし

旅籠や本陣を基盤として、明治以降のホテルの原型が形成された。しかしその文化は単にホテル

に限られてはいず、地域に欧米の食文化、自動車社会など欧米化をもたらした。また金谷ホテル、

富士屋ホテルは、交通の利便性の改善など地域振興の担い手としても活躍した。また、軽井沢の

星野温泉は、星野遊学館を提供し自由画教育を推進する核として機能した。他方星野温泉エリア

の豊かな自然を野鳥の森として保護に努め、自然学習の文化を育成する機能も持ち、今日エコツ

ーリズムの担い手として機能している。こうした日本の一流ホテルの特徴として、地域文化を継

承し、新たな創ることに努め地域振興に寄与している点が明確となった。一方 P.コトラーらは、

ホテルの経営の視点として市場のターゲット化とマケーテングのセグメント化を示唆15している。

 

図 10 国設 軽井沢野鳥の森の入口にある中西

悟堂の像 
図 11 星野温泉敷地内ピッキオの事務所 
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欧米のホテルの経営の方向性は、市場戦略の先鋭化を連想できる。他方日本では、星野リゾート

を代表とする地域連携をより強める存在を選択していると指摘されよう。本稿ではトッピクス的

にホテル文化を整理したが、日本には独自のホテル文化がありそれを踏まえ発展することが、企

業の持続的発展につながると指摘されよう。
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